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〇楽しく　めあてをもって　しっかり学ぶ
〇正しく　めあてを　しっかり守る
〇たくましく　めあてに向かって　しっかり鍛える

鮮明な画像はホームページでご覧ください。http://www.nagasaki-city.ed.jp/tameshi-e/

為石小学校の合言葉　「ためし　最高！　～地元で学び　地元を活かし　地元とともに行動する子ども～」

学校だより

ためし

HPはこちら

☚　二次元コード読み取り　「カラー版は、ホームページでご覧いただけます。」

学びの進化と授業づくり
　私自身、６年生の道徳と国語を中心に
定期的に授業をしています。
　じっくり教材と向き合いながら授業を
作るのは、平成１９年以来ですので、１
８年ぶりということになります。

　授業づくりを進めていると、１８年前
と大きく変わっていることに直面しま
す。

　①学習内容の変化
　②教科書が「教える→考える」
　　「知る→調べる」へ変化
　③クロムブックの存在
　④クラウドの活用

　その昔、国語と言えば「説明文」と
「物語文」のような読み物中心でした。
今の教科書は、「話すこと・聞くこと」
「書くこと」「読むこと」といった領域
が、焦点化されて教材となっています。
　また、②のように、教師から教わるた
めのガイドブックという存在よりむし
ろ、学びを進めるための指針のような教
科書になっています。
　一番大きな変化は③です。一人一台端
末があることで、学びの方法が広がりま
す。書くことが苦手な子でも、自分の学

びの足跡をデータとして残すことができ
ます。

　④はもっとすごいです。
　例えば道徳では、出席番号別に割り振
られたスライドに、自分の考えを入力さ
せています。子どもたちは必要に応じて
友だちの考えを「チラ見」することがで
きます。自席にいながら、友達の意見を
見る（聞く）ことも可能です。

　国語では、各自に配布したワークシー
トのデータを提出用シートにリンクさせ
ています。子どもの学習状況を私が確認
することも容易です。

　子ども同士で進捗状況を確認している
様子も見られます。
　学びの進化を支える担任の日々の真摯
な努力を、今更ながらに、身をもって痛
感している私自身です。

子どもは、それぞれ
のスライドを見るこ
とができます。


